


　今年で開設31周年を迎えた
当店では今年9月、チャリティイ
ベント「The POSB PAssion 
Run for Kids」のファミリー
ウォークに、社員とその家族67
名が参加しました。このイベン
トは、シンガポールの金融機関
POSBと人民協会が毎年開催し
ており、イベントで集まった参加
費は子どもたちの教育支援に使
われます。今年は総勢8,000人
が参加し、昨年の3倍近くの約
100万ドルの資金が集ったそう
で、当社もこのイベントの主旨に

賛同し、寄付を行いました。
　9月といえども、シンガポー
ルは毎日が真夏のような暑さ。
3.5kmのウォーキングはかなり
ハードで、みんなで汗を流し、普
段の運動不足も解消できました。
こうしたイベントに色々な人種の
人々が参集するのも、国際都市シ
ンガポールならではの光景です。
　歩くだけ、走るだけのシンプル
なイベントですが、このチャリティ
によって、多くの子どもたちが教
育を受ける機会を得て、希望を
持って生きていけることを願って
います。これからも当店は、より
よい社会づくりに取り組んでい

きます。

　当店には日々、ご高齢のお客さ
まが大勢いらっしゃいます。私た
ちはお客さまの立場に立った接
遇を心掛けておりますが、実際に
お客さまが日々の生活にどのよ
うな不自由を感じておられるか、
本当に理解するのは容易ではあ
りません。そこで当店では10月、
介護実習普及センターから講師
をお招きして「高齢者疑似体験講
習会」を開催し、35名の社員が参
加しました。
　高齢者・介助人・案内係の3役
を交代しながらお客さまの応対

現場を再現しましたが、白内障の
疑似体験ゴーグル、耳栓に手袋、
合計2.7キロのおもりなど、高齢
者の身体機能を体感する「装備」
を身につけると、その大変さは想
像以上。ペンを握る手に力が入ら
ない、声が聞き取れない、視界が
ぼやけて十円玉と百円玉の区別
がつかない…講習中は、悲鳴が
上がりっ放しでした。
　この体験を通して、ご高齢のお
客さまの負担を考え、店内で少し
でも気持ちよく過ごしていただく
ためには何ができるか、一人ひと
りが考えることの大切さを実感し
ました。

長期的な視点に立ち
SRIの収益性を高める
　ゴア氏は、クリントン政権時代の1993年
から2001年まで米国副大統領を務めてい
ましたが、学生時代に興味を持った地球温
暖化問題については1970年代から啓蒙活
動を行っており、その講演の模様をドキュメ
ンタリー化したものが映画『不都合な真実』
として公開されました。2007年10月には、
これらの環境啓蒙活動が評価され、気候変
動に関する国際的な専門機関であるIPCC
とともにノーベル平和賞を受賞しました。
　その後のゴア氏の環境問題に対する取
り組みは啓蒙活動にとどまらず、金融の
力を使って解決につなげる取り組みとし
ては、米国大手投資銀行の元CEOである
デービッド・ブラッド氏とともにSRI（社会的
責任投資）に特化した資産運用会社、ジェ
ネレーション・インベストメント・マネジメン
ト（GIM）を立ち上げました。これまで積極
的にSRIを進めてきた三井住友信託銀行と
は、環境問題に対する姿勢、さらには持続
可能な社会づくりを目指すという点で志が
一致していることから、来日を機に意見交
換の目的で、当社を訪問されました。
　今回の対談では、ゴア氏が冒頭で「創業
以来私たちが目指しているのは、サステナ
ビリティへの配慮を投資手法に組み込むこ
とを通じて、より大きなリターンを生み出す
こと。そこには長期的な視点が欠かせませ
ん」と話し、常陰も「当社もSRIの効果的な
手法を確立していくために試行錯誤を続け
ています」と述べ、投資収益の高いSRIを目
指すお互いの姿勢を確認し合いました。

よりよい投資判断へ導く
「持続可能性」というレンズ
　ゴア氏とブラッド氏は、SRIについて「当
社の投資アプローチは、収益と引き換えに
道徳的価値を選ぶものではありません。私
たちはサステナビリティというレンズを通
すことで、高いリターンを生み、他社に勝
る投資判断ができるものと信じています」
とGIMにおける運用の基本的な考え方を
示しました。
　両氏は2012年に「持続可能な資本主
義のためのマニフェスト」を発表したことで
も注目されており、世界経済が大転換期を
迎えた今、新たな可能性を切り拓くために
必要なアクションを企業や投資家に提言し
ています。「人間は目に見えるものだけが
重要だと思いがちです。しかし、短期間で
数字に現れるような経済価値だけが全て
なのではなく、環境や雇用、地域社会など

あらゆる価値をともに考え
る必要があります。そうし
た投資こそ最も効果的で
あると認識され、いずれは
主流になると信じていま
す」とゴア氏は語り、サス
テナビリティという考え方
を取り入れることが、より
良い投資判断を導くとい
う考えを示しました。

公益のための運用を続けてきた
歴史を土台に
　常陰からは、
三井住友トラス
ト グ ル ー プ が
1999年に日本
初のS R Iファン
ドの提供を開始
し、2 0 0 3 年に
は 企 業 年 金 か
らSRIファンドの運用を受託するなど、常に
業界をリードしてきたこと、さらにそれ以後
も現在にいたるまで、確定拠出型年金や公
的年金等に幅広くSRIを提供するなど、マー
ケット拡大への貢献を続けてきたことを紹
介しました。「もともと当社は、公益のために
財産を提供したいと考えるお客様に向け公
益信託の管理・運用を長く続けてきた歴史
を持ち、サステナビリティへの取り組みは企
業文化に馴染んだものといえます」と常陰。
　今回の対談は、両社が違った歴史を持ち
つつもさまざまな重なる理念を持つことが
明らかになり、双方にとって大変有意義な
ものでした。また、同じ金融機関として持続
可能な社会の実現をどう目指していくべき
か、これからも意見交換を続けることを約
束し、約1時間にわたる対談の幕を下ろしま
した。

元米国副大統領であり、地球環境問題の論客としても知られるアル・ゴア氏が10月、三井住友信託銀行を訪問し、当社取締役
社長の常陰	均と、持続可能な社会の実現を目指す金融機関としてお互いの取り組みなどについて、幅広く意見を交わしました。

S p e c i a l  T o p i c

　今も広く親しまれる童謡「めだ
かの学校」は、終戦のころ、小田原
に在住していた茶木滋氏が、自
宅近くの荻窪用水で息子と交わ
した会話をもとに作詞したそうで
す。かつて、メダカは日本中で見
られる身近な淡水魚でしたが、そ
の後の環境の変化により数が激
減。今では環境省のレッドリストに
載る絶滅危惧種になっています。
　小田原市の酒匂川は、野生メ
ダカの貴重な生息地のひとつで

す。当店も、酒匂川のメダカの保
護に参加しようと、小田原市が
募集する「メダカのお父さんお母
さん」になり、今年7月からメダカ
を飼育しています。14年続くこ
の制度には、これまでに1,400を
超える世帯が参加。「メダカセミ
ナー」で学んだ当店「メダ課」員
が、市の環境部からいただいた
メダカを大切に育てながら、繁
殖しやすい環境を守っています。
この秋には店頭の水槽で新たに
15匹の子メダカが誕生し、愛ら
しい姿を見せてくれています。こ
れからもメダカの里親として、子

メダカたちの成
長を見守ってい
きます。

淡水二枚貝に卵を産む不思議な魚？！
～ニッポンバラタナゴを飼育しています～

メダ課員がメダカを育てる
～酒匂川（さかわがわ）のメダカの里親制度～

「お客さまと同じ目線」に立つことの大切さ
～高齢者疑似体験講習会を開催～

歩こう！こどもたちの未来のために
～「The POSB PAssion Run for Kids」に参加～

　皆さんは、ニッポンバラタナゴ
という魚をご存知でしょうか？コ
イ科の淡水魚で、古くから池や沼
に生息する日本固有の魚です。
オスは5月の繁殖期に体を薄紅
色に変えますが、この姿がまるで
薔薇のように美しいことからこの
名前が付けられました。メスは淡
水二枚貝に産卵する、不思議な
習性があります。
　しかしこのニッポンバラタナゴ
は徐々に生息地が狭まり、絶滅

の危機に面しています。今では当
店のある大阪府八尾市のほか、
四国の高松市などのごく限られ
た地域にしか生息していません。
　生きものを絶滅から守るため
に大切なのは、一人でも多くの
人が関心を持つこと。当店では
NPO法人ニッポンバラタナゴ高
安研究会の方々の協力を得て、
2005年から店頭でニッポンバラ
タナゴを飼育しています。当初の
5匹から現在では10匹に増え、
水槽で元気に泳いでいます。ご
来店いただく沢山のお客さまに
鑑賞していただき、興味を持って

いただければ嬉し
い限りです。

持続可能な社会の実現のため、今求められる投資手法とは
～アル・ゴア氏と当社社長が対談～

環境・生きもの応援活動 小田原支店

支店活動紹介

サクセスフルエイジング 京都支店

環境・生きもの応援活動 八尾支店

地域・社会サポート シンガポール支店

京都支店
渡邉 美穂

シンガポール支店
田坂 亮

八尾支店
宮川 沙樹子

小田原支店
内藤 彩香

（左から）デービッド・ブラッド氏、当社取締役社長 常陰 均、アル・ゴア氏


